
農業⽔利施設等を活⽤した
⼩⽔⼒発電施設導⼊の⼿続き・事例集

令和３年９⽉
農林⽔産省農村振興局⽔資源課

国⼟交通省⽔管理・国⼟保全局⽔政課



はじめに

農村地域には、地域資源である農業⽤⽔の包蔵⽔⼒や⽇照条件の良好な太陽光など、
豊富で多様な⾃然エネルギーが賦存しています。

⼟地改良事業により⾏う⽔⼒発電は、ダムや⽔路など⼟地改良施設の落差等から得ら
れる⽔⼒エネルギーを電気エネルギーとして有効に活⽤するもので、⼟地改良施設の
運転・操作に必要な電⼒を供給し、維持管理の軽減を⽬的に昭和58（1983）年度よ
り実施しています。

近年では、固定価格買取制度（FIT）の開始や河川法の⼿続きの簡素化など、⼩⽔⼒
発電の取組を後押しする政策により取組箇所が拡⼤してきています。

今後、政府として２０５０カーボンニュートラルの実現を⽬指すことやみどりの⾷料
システム戦略を実⾏していくうえで、⼩⽔⼒発電の取組を更に推進していくことが重
要です。

本資料では、⼟地改良施設へ管理者⾃らや⺠間事業者が⼩⽔⼒発電施設を導⼊するう
えで必要となる⼿続きに加え、発電⽔利権の取得や「相乗り発電」等の事例も交え取
りまとめましたので、⼩⽔⼒発電施設の導⼊の⼀助になれば幸いです。
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１．農業水利施設を活用した水力発電の概要
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農業⽔利施設を活⽤した⽔⼒発電

○ 農業⽤⽔は地域の⼈々（⼟地改良区等）の努⼒と負担によって守り育まれている資源であり、その資源を活
⽤した⼩⽔⼒発電は、⼟地改良施設の維持管理費の節減や農村の活性化に資するものです。

農業用ダムを利用した
小水力発電施設

頭首工を利用した
小水力発電施設

基幹的農業用水路を利用した
小水力発電施設

パイプラインを利用した
小水力発電施設

農業用水路を利用した
小水力発電施設

大淀川左岸地区（宮崎県綾町）

那須野原地区（栃木県那須塩原市）
中島地区（石川県川北町）

早月地区（富山県滑川市）

私たちの身近にある農業用水路、頭首工、ダム

などの農業水利施設には、小規模な水力発電

（小水力発電）を行うことの出来る「流量」と「落

差」のある場所が多く残されています。

我が国はエネルギー資源のほとんどを輸入に

依存しているなか、クリーンな純国産エネル

ギーで、自然循環による再生可能なエネルギー

である「小水力発電」には、大きな関心が寄せ

られています。

私たちの身近にある農業用水路、頭首工、ダム

などの農業水利施設には、小規模な水力発電

（小水力発電）を行うことの出来る「流量」と「落

差」のある場所が多く残されています。

我が国はエネルギー資源のほとんどを輸入に

依存しているなか、クリーンな純国産エネル

ギーで、自然循環による再生可能なエネルギー

である「小水力発電」には、大きな関心が寄せ

られています。

農村地域を潤している農業用水路等を利用した

小水力発電への取組は、既存社会資本ストック

の有効活用の面からも意義のあるものです。

農村地域を潤している農業用水路等を利用した

小水力発電への取組は、既存社会資本ストック

の有効活用の面からも意義のあるものです。

既設の農業水利施設を利用した小水力発電は、

整備時の環境負荷が小さく、発電時には二酸化

炭素を発生しない自然環境に優しいエネルギー

です。

既設の農業水利施設を利用した小水力発電は、

整備時の環境負荷が小さく、発電時には二酸化

炭素を発生しない自然環境に優しいエネルギー

です。
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○ 農業⽔利施設は、⽤⽔を安全に通⽔するためにエネルギーを減じる落差⼯や減圧バルブ等の施設を有してい
ることから、これを発電に利⽤することが可能です。

減じている
エネルギーを有効活⽤

減圧バルブ

エネルギーを
減じ、安全流下

実施前の状況 設置後全景落差⼯の例

減圧バルブの例

⽔⼒発電施設の事例
【国営かんがい排⽔事業 ⼤井川⽤⽔地区(静岡県) 】

○国営事業による⽤⽔路の改修にあたって、⾚松幹線⽔路に設置されている
総落差７ｍの落差⼯を利⽤した⼩⽔⼒発電施設を整備（最⼤出⼒ 893kW）。

○発電施設の整備を⽤⽔路改修と同時に実施出来たため、単独で発電施設を
整備する場合よりも、取壊し費⽤や仮設費⽤等が安価となり、施⼯性も有利。

落差⼯

総落差７ｍ

発電室
ヘッドタンク

放⽔槽河川放流設備

荒砥沢ダム（宮城県）

⽔路改修前（現況）

⽔路改修後（⼩⽔⼒発電施設設置）

⽔路縦断図

ダムの落差エネルギーを利⽤した⼩⽔⼒発電

⼩⽔⼒
発電施設

七ケ⽤⽔発電所（⽯川県）
最⼤出⼒630kw

荒砥沢発電所（宮城県）
最⼤出⼒1,000kw

農業⽤ダム 農業⽤ダム

平成25年7⽉運転開始

落差⼯(1)

落差⼯(2)

落差⼯(3)

伊太発電所（静岡県） 最⼤出⼒893kw

農業⽔利施設を活⽤した⽔⼒発電
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（計算例）
落差Ｈ＝20 (m)、流量Ｑ＝0.4 (m3/sec)の⼩⽔⼒発電

発電電⼒Ｐ≒9.8×0.4(m3/s)×20(m)×0.72＝56 (kW)

年間発電量＝56(kW)×24(時間)×365(⽇)×設備利⽤率（平均60％※）＝２9万kWh

1kWhの⽔⼒発電で
0.551kgのCO2を削減※

160tのCO2削減に相当（参考試算値）

1世帯の年間電⼒使⽤量︓
約3,000（kWh/年）※

97世帯分の電⼒に相当（参考試算値）

電⼒供給量の⽬安 ⼆酸化炭素削減の⽬安

※ 1kWhの⽔⼒発電で0.551kgのCO2が削減（環境省「温室効果ガス
排出量の算定・報告・公表制度」で規定された排出係数）

※ 資源エネルギー庁H27「電⼒調査統計」等をもとに試算

※整備済み地区の平均

流
量

(m3/s)

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

流量0.4 m3/s

発電施設規模

農業⽤⽔は、かんがい期・⾮か
んがい期の⽔量差が⼤きいこと
に留意が必要

Ｐ（kW）︓発電電⼒ Ｑ（m3／s）︓流量 Ｈ（m）︓有効落差
η︓効率（発電機や⽔⾞などの効率≒0.72）

概ね Ｐ（kW）≒７×流量×落差

⽔⼒発電の基本事項

Ｐ（kW）＝9.8×Ｑ（m3/s）×Ｈ（m）×η

○ ⽔⼒発電では、⽔の持つエネルギーを電気エネルギーに変換して利⽤します。流量と落差が発電規模を決め
る⼤きな要素となります。
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２．小水力発電施設導入の手続き
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